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編集後記 前から一度編集後記を書いてみ
たかったのですが，いざ機会をい

ただくと，諸先生方の様に含蓄ある話をしようか，敬愛
する先輩の様に猫の話でもしようか，目移りします．う
ちの子どもたちとのやり取りから感じた「乳幼児期子育
ての教訓」も捨てがたいですが，編集委員会とも関係が
ある「並列計算と会議」という話をしましょう．
並列計算のコストは計算ノード数と実行時間の積であ
る「ノード時間積」という単位で表されます．コストを抑え，
並列計算を効率化するための第 1 の指針は並列化率を高
めることです．処理全体の内，並列実行できる部分の割
合を並列化率 αと言います．逆に言えば残りの 1－ αは
並列実行できない部分ですので，その間は多数のノード
は待機しており，効率が落ちてしまいます．並列実行で
きない部分を丁寧に除去し，並列化率を 1 に近づけるこ
とが必要です．第 2 の指針は粗粒度の並列化です．並列
処理では必ずノード間のデータ通信や同期待ちが生じま
す．こうした並列化に伴って生じる無駄を減らすには粗

粒度の並列化，つまり，ある程度まとまった仕事を分担
して処理し，ノード間のやり取りは最小限にした方がよ
いです．スーパーコンピューティングでは，その他にも
様々な工夫を施しつつ，新物理の開拓という目標の達成
をめざします．
会議は目標とする業務や意思決定のために行うわけで
すが，会議時間を短くするための事前準備（並列実行で
きない部分の除去）を入念に行い，少人数で意思決定で
きる部分はなるべく個別化（粗粒度の並列化）するなど
して，会議では全体での対話が必要な部分のみ短時間で
集中的に議論した方が，結果的に「人数時間積」という
コストを抑え，最終目標の達成が近づくように思います．
その点，学会誌編集委員会議は事務局や幹事会を始め
とする委員の皆さんのご尽力で，テキパキと進行して素
晴らしいです．私の至らない編集委員活動も皆さんに支
えていただいたおかげで何とか 2 年間務め上げました．
どうもありがとうございました．
� （前山伸也）
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